
１　展示事業

（１）自然展示

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①生田緑地の自然について、日常的に観察・撮影した写真等のリアルタ
イムな情報発信（受付横「緑地案内ボード（緑地マップ）」を活用）を
定期的に実施し、週に1回の頻度で更新した。

②コロナ禍でハンズオン展示の多くを休止しているが、「生田緑地ギャ
ラリー」では展示している剥製の写真パネルで引き出し展示をふさぐこ
とで、展示資料の新たな活用に繋げた。また、ハンズオン展示の一部を
見せる展示に形式変更した他、写真で生田緑地の四季を感じる「生田緑
地の四季だより」コーナーを新設し、計29点を追加した。

●コロナ禍で非接触の展示を検討せざるを得ない状況で、単に中止とするのではな
く、工夫して別途展示資料を閲覧できるようにしたことは評価できる。

●「生田緑地マップ」を毎週更するとともに、「生田緑地の四季だより」コーナー
を新設することで、展示資料の新たな活用につなげた。

●引き出し展示をふさぐ写真パネル、「生田緑地の四季だより」コーナーの解説は
専門的な立場に基づくものではない。「展示資料の新たな活用に繋げた」とは言え
ないと思われる。

●緑地案内ボードによる情報発信は行われているが、ＳＮＳについては、リアルタ
イムな情報発信ができているとまでは言えない。

達成度：３ 評価：　Ｂ

（２）天文展示

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①緊急事態宣言による臨時休館の後、新型コロナウイルス感染症予防の
ため投影回数、定員を削減して投影を再開した。また、当初年間12の一
般投影番組の制作を計画していたが、約2か月ごとの制作に変更した。
  投影回数、定員の削減等のため、観覧者数は昨年度を大きく下回っ
た。
　試行として、水曜日と第1木曜日の13時30分から一般投影を追加し、
利便性向上を図った。
新たに一般団体の貸切利用「星空自由空間」を試験的に導入した。

②土日祝日を中心に子ども向け番組の投影を行った。予算の都合によ
り、今年度は子ども向け新番組の制作を行うことができなかった。

③④「星空ゆうゆう散歩」、「ベビー＆キッズアワー」は年間を通じて
中止とした。

⑤幼稚園、小中学校等を対象に、利用する学年に応じた天文学習のため
の投影を行った。
新型コロナウイルス感染症拡大のため利用団体数は昨年度を下回った。

⑥企画展としてオーロラパネル展示を実施。映像展示のタッチパネルを
接触感染防止のため動画の連続再生に切り替えた。

●コロナ禍の
状況を見極め
つつ、感染症
対策を徹底し
た上での利便
性向上とプラ
ネタリウムの
有効活用が
課題。

●感染対策を行いながら、投影を続けることができた。
当初の計画通り新番組の作成などができなったが、来年度に期待したい。

●平日の一般投影の増、一般団体のプラネタリウム貸切利用の試験的導入など、プ
ラネタリウムの有効活用を積極的に図っている。広報も充実させる必要がある。

●「ベビー＆キッズアワー」は通年中止となったが、乳幼児と親が一緒に楽しめる
空間・施設は少なく、非常に貴重な機会となっている。感染対策を講じた上で再開
できるよう検討されたい。

●２階の天文展示は有効利用されていないと思われるため、プラネタリウム観覧者
へもっとアピールしてほしい。

達成度：３ 評価：Ｂ

●新型メガスター投影シ
ステムやアストロテラス
と連携した新たな川崎方
式の確立

●プラネタリウムの番組
やアストロテラスでの星
空観察のプログラムと連
動させた発展的な内容の
展示の実現

①年間12本の一般向け番
組の制作、投影

②子ども向け新番組の制
作、投影

③④星空ゆうゆう散歩、
ベビー＆キッズアワーの
実施

⑤学習投影の実施

⑥天文関連展示

　地域の自然に親しみ、知識を深めることができるように、身近なフィールドである生田緑地や川崎の星空と連動した展示を行います。
　市民・利用者が最新の情報に触れられるよう、日々移りゆく自然の様子や最近の研究成果などを反映した展示の更新を行います。
　市民・利用者の疑問や興味関心にきめ細かに対応した展示解説を行い、自然や天文、科学技術等へのより深い理解と関心につなげます。

●リアルタイムな情報発
信と標本等展示資料の定
期的な入れ替えによって
展示を更新するしくみを
確立

●展示と連動した自然
ワークショップの実施な
ど、体験型の展示の充実

①生田緑地の自然につい
てのリアルタイムな情報
発信（受付横「生田緑地
マップ」やSNSを活用）

②展示の追加および更新
（生田緑地ギャラリーの
コンテンツの追加）

●コロナの状
況を注視しな
がら、ハンズ
オン展示の扱
いを検討す
る。



（３）科学展示

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①教室や講座において製作した工作物の実物を操作体験できる企画展を
計画していたが、新型コロナウイルス感染防止対策のため、科学工作の
原理や作り方を紹介するパネルとサンプル展示による常設展示コーナー
を6月の再開館時から1階フロアに新設した。令和2年度は2度更新し、計
10点の作品を展示した。
　展示の手法として多摩区と連携したＡＲコンテンツ（拡張現実）を活
用し、工作物の動画も紹介した。

●今年度の
常設展示新
設を土台に、
工作物とパネ
ルの更新作
業を進める。

●科学工作物の展示コーナーの新設により各サイエンスワークショップや科学実験
教室の内容が来館者に良く分かるようになった。

●コロナ禍のため体験型企画展は困難であった点はやむを得ない。一方で、パネル
や、移動ケースを有効活用した科学作品展示を実施したことを評価する。

●実物の展示のみならず、ＡＲコンテンツ（拡張現実）の活用に進展させ、動画で
紹介した点も評価される。

●ＡＲを利用した新たな取組は評価できるが、対象ユーザである子どもたちには
ハードルが高いと思われるので、別途モニタなどを設置して実験のプロセスや動的
変化を見せられると良いと思われる。

達成度：３ 評価：Ｂ

＊アストロテラス：　市民が集い、スタッフと参加者が同じ星空を共有し、星空の美しさと宇宙の神秘を体験するための、観測機材を備えた天体観望用の施設

＊２１世紀子どもサイエンス事業：　川崎市で活動する民間団体・産業・学校と科学館が連携し、理科の好きな子どもや、科学に明るい市民を育てていく事業

＊ワクワクドキドキ玉手箱：　市民に科学の楽しさを伝えるための実験・観察の手引きや道具が詰まったツール

●実験・観察の方法や成
果を発信する展示による
体験学習の充実

●２１世紀子どもサイエ
ンス事業で活用している
「ワクワクドキドキ玉手
箱」（以下「玉手箱」）
の紹介

①科学実験や工作の成果
を発表する展示の実施



２　教育普及事業

（１）自然体験

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①「生田緑地観察会」は新型コロナウィルス感染防止対策のため中止し
た。

②自然分野の教室はサイエンス教室に統合。3回開催し、参加者は計38
人。うち1回は観察会を含む教室を行った。自然分野のサイエンスワー
クショップは3回開催し、参加者は計152人。実績内容は科学体験に記
載。

③市域の自然環境調査の成果をもとに、原稿の編集作業を市民団体とと
もに進め、専門家の監修のもと、科学館50周年を記念した一般向け普及
用冊子「川崎の生きもの」を刊行した。

④各分野の調査研究、資料収取保存の成果は「青少年科学館紀要第31
号」に公表する。

●「生田緑地観察会」は通年中止となったが、自然分野の教室やワークショップを
開催したことはよかった。

●編集作業を市民団体とともに進め、科学館50周年を記念した一般向け普及用冊子
「川崎の生きもの」を刊行したことは評価できる。

●野外での観察会は、コロナ禍の中での展開方法を工夫するべきである。

●学芸職員主体の自然観察会などについては、次年度以降、総合的な企画力に加
え、その内容の充実を図るべき余地が大きい。

達成度：3 評価：Ｂ

　展示を活用した学習プログラムやフィールドワーク、実験等、体感・体験できる講座を提供し、実体験に基づいた生きた知恵を育てます。

●より多くの市民・利用
者が生田緑地の自然に関
心を持てるような、多様
な内容・形態の観察会や
自然教室を実施
●活動フィールドを拡大
し、多摩川水系をフィー
ルドとした自然教室を開
催
●展示解説やワーク
ショップ等を通じて、市
民の交流と学び合いを実
現
●バックヤードツアーや
一日学芸員体験等、解説
やワークショップメ
ニューの内容を深める
●フィールドワークの学
習効果を高める学校支援
プログラムを開発・運用
●ボランティア制度導入
についての検討

①市域の自然を幅広く紹
介する「生田緑地観察
会」の実施

②身近な自然を素材にし
た「サイエンスワーク
ショップ」の実施

③川崎市内の団体と協働
で、出版物「川崎の生き
もの」の刊行

④自然、天文、科学各分
野の調査研究、学芸業務
の成果を取りまとめ、
「青少年科学館紀要第３
１号」として刊行する。

●コロナの状
況に応じた観
察会の開催方
法を検討する。



（２）天文体験

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

●感染症対
策を徹底した
上でのネット
活用等を含め
た利用機会の
拡大が課題。

達成度：３ 評価：Ｂ

●教員や児童生徒が自ら
プラネタリウムの学習番
組を制作・投影できるプ
ログラムの実現
●専門家による講演や市
民参加型の講座の開催等
を通じて、市民の学習・
交流事業を継続・発展
●プラネタリウムの星空
演出と、より多彩な芸術
との融合の実現を目指し
た、連携先の開拓や演出
手法の開発
●星空を身近に感じ、広
く宇宙に親しむことので
きる事業の展開・充実
●科学館の調査研究成果
の天文学習への活用
●プラネタリウム番組制
作ソフトを市内全小中高
等学校に配布し、プラネ
タリウム番組制作を支援
●プラネタリウムを児童
生徒が制作した番組を発
表できる場として活用
●ボランティアのスキル
アップや、活動内容のス
テップアップを支援

①アストロテラス公開、
星を見る夕べ、特別観望
会の実施

②子ども向けプラネタリ
ウムワークショップの実
施

③天文講演会

④天文サポーター育成、
区民祭等、市民によるプ
ラネタリウム投影の実施
等市民協働の事業

⑤プラネタリウムコン
サート等イベント投影の
実施

⑥かわさき星空ウオッチ
ング

⑦サイエンス教室（天
文）等の実施

①アストロテラス公開は密集を避けるため平日のみ、モニタ上での太陽
観察を実施。星を見る夕べは定員を制限するため事前募集とし、感染症
予防を徹底して実施した。

②小学生を対象にプラネタリウムワークショップを開催し、プラネタリ
ウムの操作体験や番組制作を通じて天文学への知識を深め、関心を高め
ることができた。
　新型コロナウイルスの影響で定員、回数を削減して実施したが、発表
会を参加者の家族向けに実施し、子どもたちの達成感は得られた。

③外部の講師を招く天文講演会は新型コロナウイルス対策のため今年度
は開催を見送った。

④毎月サポーター定例会を開催し、星を見る夕べ参加者への配布資料の
作成、自主的な学習会、天体観測の実習など研修を行い、サポーターの
資質向上により事業を充実させるとともに、天体観察事業の円滑な運営
を行い、市民サービスを向上させた。なお、今年度の新規募集は新型コ
ロナウイルスのため見送った。
  市民活動団体によるプラネタリウムでの活動は、多摩区民祭は中止と
なったが、自主的な投影発表会を行った。

⑤東京交響楽団とのコラボレーションによるプラネタリウムコンサー
ト、著名な写真家を招いたオーロラ上映会を開催し、アンケートや来場
者の声から高い満足度や回数増の意見があるなど、たいへん好評であっ
た。

⑥かわさき星空ウオッチングは年度後半から依頼を受けて対応。主催者
に感染症対策の徹底をお願いした上で実施した。新型コロナウイルスの
ため要請数は少なかった。

⑦望遠鏡の工作や夜間の天体観察など天文分野のサイエンス教室を開催
した。毎回定員を超える申込があり、熱心に受講する姿が見られた。複
数回応募、参加する受講者も多い。

●新型コロナウイルス感染防止対策を行い、アストロテラス公開や天体観測会、天
文分野のサイエンス教室等を開催したことを評価する。

●毎月サポーター定例会を開催、天体観測会配布資料の作成、自主学習会、観測実
習などの研修を行い、サポーターの資質向上に努めた。

●工夫して観望会を実施している点は評価できる。今後、ネットワークを活用した
市民とのコラボレーションなどを企画してほしい。

●トークライブやコンサート等のコラボレーションは参加者の満足度も高いため、
さらなる展開が可能か検討されたい。



（３）科学体験

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①未就学児から大人まで、様々な年代を対象とした科学講座を年間34
回、サイエンスワークショップを43回開催し、参加者数は累計約1700人
だった。各講座は、市民団体との協働で運営した。

　要望の多く、プログラミング教育につながるロボットをテーマとした
プログラミング教室を市民団体と協働で3月14日に開催した。

　各科学講座（サイエンス教室）は新型コロナウイルス感染症拡大防止
の観点から、定員数を半数以下に削減し、参加者や講師との距離を確保
するなど、安全対策を徹底の上で募集・準備をし、開催した。

②「科学サポーター研修会」は、研修生による出展イベントにて実践が
積めるように計画していたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、開催を中止した。

③「かわさきサイエンスチャレンジ」では、2日間で数千人の来場があ
るイベントの特性を運営委員会にて検討し、令和2年度の開催は中止と
なった。

④地層学習の下見・相談で来館された学校団体へコースの紹介を行った
り、既存の映像資料や子どもたちがさわることができる地層サンプルの
貸出を市内小学校9校に行った。

●新型コロナ
ウイルス感染
症に対応した
科学体験のイ
ベント運営を
模索してき
た。今年度の
募集要件や
開催方法を見
直し、令和3年
度の科学講
座や科学サ
ポーター研修
会を立案して
いく。

●コロナ禍においても、感染予防対策を行い各種科学実験教室を着実に実施できた
ことは評価できる。今後も非常事態の際の実施には柔軟性を保持しながら行って欲
しい。

●ワークショップは事前の整理券配布方式としたため、プラネタリウム投影時間の
影響による参加者の集中、参加者の少ない時間帯が生じた。さらに工夫が必要と思
われる。

●「かわさきサイエンスチャレンジ」のような大規模なイベントを、オンラインを
活用して実施することも模索してほしい。

●地域市民のニーズに合わせたプログラミング教室や地層サンプルの貸し出しな
ど、引き続き科学館のリソースを利活用できるように施策を進めてもらいたい。

達成度：３ 評価：Ｂ

●多様な年齢層に向けた
科学教室の開催
●気軽に楽しめるサイエ
ンスショーや、年齢や学
習段階の異なる人々が共
に学べる交流・学習イベ
ントの実現
●玉手箱や科学ボラン
ティアを活用して、理科
の好きな子どもや科学に
明るい市民を支援
●科学ボランティアの活
動を支援
●民産学官の連携を強化
し、多様な人々の出会い
と交流を生み出す科学イ
ベントを開催
●教材開発や学習支援プ
ログラムの開発
●ボランティアのスキル
アップや、活動内容のス
テップアップを支援

①幼児から大人までを対
象としたさまざまな科学
講座やサイエンスショー
の実施

②玉手箱を運用し実演を
行う科学ボランティアの
育成（科学サポーター研
修会）

③参加者の交流を生み出
す科学イベントへの参加
（かわさきサイエンス
チャレンジ）

④学習指導要領にそった
科学館の資料や資材を活
用した学校の科学教育へ
の支援及び情報提供



３　調査研究事業

（１）自然分野

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①川崎市環境局と協働で「かわさき生き物マップ」を活用した野鳥調査
を実施予定であったが、コロナ禍で環境局は本年度の実施を見送ってい
る。科学館独自でチラシを作成し、11月から生き物マップへの投稿を呼
びかけ、周辺関連施設へ配架依頼も行った。本年度の野鳥の投稿件数は
147件、来年度も引き続き呼びかけを続け、川崎市の野鳥の傾向を調査
する。

②生田緑地の外来生物調査として、ムネアカハラビロカマキリの発生状
況を調査する。本年度は緑地内を巡回し、外来種のムネアカハラビロカ
マキリを計31個体を確認、28個体を捕獲、在来種のハラビロカマキリを
計14個体確認した。来年度も調査を続け、発生の時期等を調査する。

●市民の関心の高い野鳥調査、外来生物としてのムネアカハラビロカマキリの調査
は継続してほしい。

●川崎市環境局の「かわさき生き物マップ」を活用した調査は、館独自のものか不
明である。他所へ投稿された写真により調査するとあるが、今年度、その成果が明
示されていない。

●外来生物調査については、当該昆虫を確認、捕獲したというだけでは、研究とし
てゴールに達しているとは言えない。成果の出版公表に到達していないのであれ
ば、今年度の実績として計上すべきでない。

●野鳥調査などは、広範囲に渡る継続的な観察調査が必要となると思われるので、
引き続き市民参加を促す仕組みを検討してもらいたい。

達成度：3 評価：Ｂ

（2）天文分野

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①市民参加による星空調査を夏季と冬季に実施し、市民からのデータ収
集及び職員による観測を行った。2019年度の調査結果は「青少年科学館
紀要第31号」に掲載するが、データ件数は5件にとどまった。

②太陽観測を継続して実施したほか、日食等の天文現象、火星の最接近
などを観測し、得られた画像をプラネタリウム投影等に活用する他、
SNS等での情報発信に活用した。
　今後の観測的研究を発展させるため、観測手法の開発、試験観測を
行った。
明治大学との共同観測は、対象となる天体の観測条件から今年度は行わ
なかった。

●星空調査
について
は、より多
くの市民が
参加できる
よう調査方
法の改善が
必要。

開発した観
測手法を活
用した観測
的研究の実
施。

●星空調査については、より多くの市民が参加できるよう調査方法の改善が必要で
ある。

●観測画像は科学館のアピールとしてプラネタリウム投影への有効活用を期待す
る。

●太陽等天文現象の観測結果は論文での出版公表とのゴールに至っていない。各種
活用面はいずれも、「調査研究」ではなく「教育普及」に含められるべきものであ
る。

●計画や実績に挙げられていないが、紀要には天文職員による調査報告が多く投稿
されており、十分に調査研究と認められるものであれば、実績・自己評価として掲
載すべきである。

● 市民参加による観察調査は、単にデータを回収するだけではなく、参加すること
による意義やメリットを参加者に還元する方法を検討すると良いと思われる。

達成度：3 評価：Ｂ

●調査の成果の蓄積と市
民・利用者への還元

●ときどきの天文現象に
合わせた調査を実施し、
プラネタリウム番組に反
映

●学芸担当職員の専門性
を活かした調査研究活動
を通じて、市域でみられ
る天体を継続的に観測

●職員の専門性を高め、
プラネタリウムや展示・
学習プログラム等の博物
館活動に反映

①市域の星の見え方調査

②観測による天体の調査
研究

　川崎市は、東京都と横浜市に挟まれた南北に細長い地形であり、東京都との間には多摩川が流れています。市の北部では武蔵野の面影を残すような雑木林があり、自然が多く残っている地域と、南部の工場地帯をはじめとして都市化が進んだ
地域があります。
　このように、自然と都市の要素を包含する川崎市において、自然と人間の共存を考えるうえでの重要な要件を見いだし、考察を深めることを目的として、学芸担当職員を中心に自然環境の調査や川崎で見られる天体の調査を行います。
　また、科学教育を効果的に推進するために必要な調査研究を行います。

●調査テーマの設定や発
表方法の検討

●職員と調査ボランティ
ア、研究機関、自然調査
研究団体等多様な主体と
の協働による調査の実施

●既存調査の継続と調査
対象の拡大の検討

●学芸担当職員の専門性
を活かした調査研究活動
を通じて、地域の自然を
継続的に調査・分析し、
研究成果を公開

●職員の専門性を高め、
展示や学習プログラム等
の博物館活動に反映

①関連行政機関、大学機
関と連携した調査研究

②ムネアカハラビロカマ
キリ調査（新たな対象の
調査の実施）

●本年度11月
から開始した野
鳥写真の通年
データで得るた
めに、投稿へ
の呼びかけを
継続する。



（3）科学教育

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①実験キットを収納した「ワクワクドキドキ玉手箱」は、現在24種類あ
るが、指導マニュアル・物品管理を電子化していなかった。それらを広
く活用していくため、昨年度から新規に電子データ化を開始し、今年度
は9種類のデータ化を14種類まで拡大した。

地層学習キットの新規開発
　生田緑地での地層観察は、多くの学校の利用があるが、生田緑地での
校外学習が困難な学校に対しても理科学習の支援ができるような、地層
の露頭写真、見て触わって体験できる地層サンプルなどをまとめた地層
学習キットの開発に着手している。

●ワクワク
ドキドキ玉
手箱のデー
タ化を継続
しながら、
玉手箱の需
要や内容に
ついて見直
していく。

●新規に電子データ化を開始し、今年度は9種類のデータ化を14種類まで拡大したこ
とは評価できる。

●玉手箱の開発にあたっては、定期的にアンケート調査を行い、ニーズを把握する
必要がある。

●「玉手箱」の電子データ化の追加自体の努力は評価するが、「調査研究」ではな
く「収集保存」に位置付けられる内容である。

●地層学習キットの新規開発は、今年度には未完成を判断せざるを得ないが、次年
度確実に成果として掲げる事ができるよう、継続して努力してほしい。

達成度：３ 評価：Ｂ

●研究成果を蓄積し、２
１世紀子どもサイエンス
事業を中心とした科学教
育普及事業へ反映

①科学実験教室・実験講
座及び出前科学実験教室
で行われた実験に基づく
興味関心を高めるような
玉手箱の改良及び新規開
発



４　収集保存事業

（１）自然資料

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①市民団体に委託している資料収集とは別に、職員が採集から同定を行
い、市民団体が標本を作製する工程を確立し、市民と協働で昆虫はチョ
ウ目標本等、植物は市外シダ植物標本の作製を進め、約300点作製し
た。

②令和２年度は、地球規模生物多様性情報機構（GBIF）およびサイエン
スミュージアムネット（S-Net）に昆虫の標本データを1,360点を提供し
た。

●「ＧＢＩＦ」「Ｓ-Ｎｅｔ」に標本データを送ることで、科学館の存在を市民や研
究者に知ってもらえる機会となる。今後も計画的に収集を進め、積極的に実施して
いただきたい。

●収集保存事業の市民団体への委託事業、学芸員による事業との境界が不明瞭であ
る。市民との協働によって標本作成を進めたとのことだが、学芸職員の専門性、主
体性が発揮された形跡が読み取れない。また、何がどの程度なされたのかが読めな
い。

●ＧＢＩＦ／Ｓ―Ｎｅｔ へのデータ提供とは本来、まず第一に館独自での収集保管
事業が正常かつ恒常的に行われた中での上積みとしてなすべき項目である。こうし
た根本的な業務をまず優先して確立することが先決、急務であろう。

達成度：2 評価：Ｃ

①昆虫はア（2）天文資料

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①太陽表面等、観測データの保存と画像処理を行い、プラネタリウム投
影等に活用できるよう整理した。また、番組制作時の資料を整理すると
ともに、今年度制作した一般番組4本分の素材、データの保存を実施し
た。
　収集保存した資料、映像等はプラネタリウム解説の他、ポスター、
リーフレット等の素材として活用した。

②冨田氏・箕輪氏資料の整理、リストの作成を引き続き行っているが、
コロナ禍により人材、作業時間の確保が困難となり、整理件数は約100
点にとどまった。

●太陽観測
データの整
理と調査研
究での活用

冨田資料に
ついては整
理方法を見
直し、リス
ト化を進め
るとともに
調査研究に
活用する

●冨田氏・箕輪氏資料の整理に時間を要しており、貴重な資料の有効活用が図りに
くい状況である。整理手法、体制の検討が必要である。

●各種データや資料等の整理、保存を行ったとのことだが、どんなシステムにより
整理、登録、配架といった博物館資料登録保存が行われたのか読み取れない。ま
た、解説や素材としての活用は、収集保存事業に含めるべき内容ではない。

達成度：2 評価：Ｃ

●収蔵資料のより効果的
な活用と公開

●プラネタリウム番組や
解説資料のアーカイブス
の作成

①プラネタリウム番組の
制作時に収集した資料、
素材のアーカイブ化の実
施

②天文学史的資料の整
理・保存

　標本やデータ等の所蔵資料を分類・整理して適切な保存管理を行い、川崎市域の貴重な自然史資料・天文資料を次世代へ確実に継承します。
　データベース化した所蔵資料の公開や、資料を使った講座の開催等により、所蔵資料の効果的な活用に努めます。

●収蔵資料のより効果的
な活用

●GBIF等国際機関への資
料情報の提供

●研究機関への資料の貸
し出しについて検討

①収蔵資料の再整理・分
類・配架および電子台帳
整備

②収蔵資料目録の作成及
び「サイエンスミュージ
アムネット（S-Net）」
[地球規模生物多様性情
報機構（GBIF）」への
データ提供による、国内
外への収蔵資料情報の公
開

●今後も計画
的に収集を進
め、必要に応
じて専門家に
よる標本の同
定を依頼す
る。



（3）科学教育資料
中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①科学実験教室ごとに報告される報告書の管理及び実践事例等の収集
（2月末現在28件）を行った。
②玉手箱の管理・保管と利便性の向上のため、よく使われる玉手箱の消
耗品・材料の補充、内容物の整理整頓など、玉手箱の整備作業について
は、コロナ禍で市民科学団体との協働作業時間の確保が難しく、夏季3
回実施の実施にとどまった。
※新型コロナウイルス感染症の状況を科学市民団体と相談の上で実施。

●新型コロ
ナウイルス
感染症をふ
まえた安全
性や活動の
効果を確認
するため、
計画書の収
集を徹底し
ていく。

●収集整理された実験教室の報告書などが今後広く有効活用されるような管理体制
を構築してほしい。

●各種報告書の管理については、書籍や書誌と同様の登録保管方式に則るか、それ
を応用した方策を試みることも考えられる。

●科学ボランティア団体が相互に活用できるような「実践事例集」について、相互
利用の仕組みやどんな事例集になるのかを具体的に示すとよい。

達成度：２ 評価：Ｃ

●科学実験教室に関する
ノウハウを整理・保管・
共有化

①事業報告書等をもとに
した各実験教室のデータ
の共有化

②開発した実験道具等の
保管・整備



（1）展示・企画

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

○神奈川県立青少年センターと協働し、「プチロボで競争しよう　川崎
大会（14名）」「かながわリレー科学教室（20名）」をそれぞれ11月に
開催した。

○専修大学ネットワーク情報学部2年コンテンツデザインプログラムを
専攻する学生と協働し、新型コロナウイルス感染症に対応した形で「Ｆ
ＩＥＬＤ　ＭＵＳＥＵＭ：親子で楽しく学べるカガクおもちゃのデザイ
ン展」を開催し、当日は120名の来館者が参加した。

●市民や研究機関・企業との共同企画展の開催等、パートナーシップによる事業の
実施に向けては、様々な機会を活用して取組む必要がある。例えば、インバウンド
戦略として、市内の国際交流センターとの連携も検討してはどうか。

●各種連携とその受け入れに当たっては、自然科学の専門機関としての立場や主体
性を保持しながらの実施となるよう、今後も留意されたい。

●近隣の大学をさらに取り込む工夫が必要である。

達成度：３ 評価：Ｂ

（2）調査研究・収集保存

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①川崎市域の自然調査、資料収集、標本化を「かわさき自然調査団」と
連携して実施した。

●川崎市域の自然調査、資料収集、標本化は継続を望む。

●幅広い協力者の参加を目指してほしい。

●具体的な実績として何が、どれくらい実施されたのか明確でない。年報の記述も
同様である。

達成度：3 評価：Ｂ

●各団体や機関が保有す
る資料の相互提供や情報
共有の仕組みづくり

①市民調査団体（「かわ
さき自然調査団」「神奈
川県植物誌調査会」）と
連携協力

５　ネットワーク事業
　生田緑地内の文化施設をはじめとする多様な団体や関係機関との連携により、市民・利用者にとって魅力的な活動を幅広く展開します。多様な団体や関係機関が、それぞれの専門性や地域性を生かして連携することで、相互補完や相乗効果に

●市民や研究機関・企業
との共同企画展の開催
等、パートナーシップに
よる事業を実施

①関連団体との事業の企
画実施（神奈川県立青少
年センター、専修大学と
の事業共催）

●専修大学
「FIELD
MUSEUM」の
広報に館ＳＮ
Ｓ等で協力し
たが、より来
館者に楽しん
でもらえるよう
に、大学側と
さらに連携を
図っていく。



（3）学習支援

中長期的取組 令和２年度主な計画

①職場体験・職業インタビューは、新型コロナウイルス感染症拡大防止
の観点から中学校からの要請がなかった。代替として、市内中学校2
校、高校1校にキャリア教育をテーマとした出張講話を行った。

②「川崎市中学校理科優秀作品展」を開催した。館内の壁面を利用し、
生徒の理科自由研究作品の中から優秀作品10点を展示した。
※「川崎市小学校理科優秀作品展」は、小学校科学作品展の中止に伴
い、開催を中止した。

③川崎市中学校連合文化祭理科部門は、今年度の北部会場として協力し
た。コロナ禍をふまえた会場設営、プラネタリウム鑑賞、表彰式への協
力を行った。

④各種教員研修を所管する川崎市総合教育センターでの中止判断に伴
い、研修への協力は実施できなかった。

⑤2週間の博物館実習を実施、8名の大学生を受け入れた。

●新型コロナウイルス感染防止策を徹底した上で実施可能な体制の構築を期待す
る。

●作品展のような体裁、形式の展示の開催にあたっては、自然科学の専門機関とし
ての立場や主体性を保持し、監修的立場で実施するよう留意されたい。

●職場体験・職業インタビューの代わりに、キャリア教育をテーマとした出張講話
を行ったことは評価できる。

●優秀作品展や文化祭は、オンライン開催も含めて検討されたい。

達成度：２ 評価：Ｂ

（４）地域振興・生田緑地内

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

①川崎市立多摩図書館と連携し、プラネタリウムの星空投影と本の読み
聞かせのコラボ事業「物語でめぐる星の世界」は中止した。
　多摩区民祭におけるプラネタリウムの無料投影は、区民祭中止のため
中止した。

②コロナ禍により大学が実施を見送った。

③毎年夏に実施しているサマーミュージアム（指定管理者主催）は中止
となった。

④「七夕体験」を民家園との共催で実施し、民家園では笹飾りや機織り
体験、当館では七夕の特別プログラムによるプラネタリウム投影を実施
した。なお、「お月見デー」として実施していた民家園の夜間公開での
月観察、夜間プラネタリウム投影・ナイトミュージアムの開催は、コロ
ナ禍により中止した。

⑤指定管理者と各館の広報担当者による定期的な広報会議において情報
共有を図った。コロナ禍における広報として、「家庭で楽しめる」を念
頭に取組んだ。
　回遊性向上については、夏期スタンプラリーはコロナ禍により中止と
なり、緑地内他施設との連携も全て見送った。

●コロナ禍により緑地内連携での企画事業は困難であった。今後は、オンラインや
ＹｏｕＴｕｂｅを活用した事業の検討も必要ではないか。

●「家庭で楽しめる」を念頭に取組んだという内容について、具体的に実績として
示すべきである。

● コロナ禍により様々なイベントが中止を余儀なくされたが、感染防止対策により
実施できることをぜひ検討してほしい。

●生田緑地を活用する活動は必須だが、別の切り口も模索してほしい。

達成度：２ 評価：Ｃ

●地域の団体が生田
緑地を活用して企
画・実施する事業を
支援

●生田緑地の自然等
に関する知識や科学
館のノウハウを活か
した専門的な支援を
実施

●生田緑地内施設間
における情報共有化
による、運営の効率
化

●広報媒体の共同利
用や共通情報のデー
タベース化等、広報
活動の連携

①図書館、区役所等と
の共催事業の実施

②大学・地域団体との
共催事業の実施

③生田緑地サマー
ミュージアムの実施
（指定管理者との連携
による円滑な事業運営
体制の構築と継続）

④日本民家園との「七
夕」「お月見」等、生
田緑地内他施設との共
催事業の実施

⑤生田緑地内各施設及
び指定管理者との情報
共有による横断的広報
活動の推進。スタンプ
ラリーの開催など、各
館の回遊性推進に向け
た取組みの実施

●教職員、ボランティア
団体、科学館の協働によ
り学習プログラムを開
発・実施する体制の構築

①職場体験の実施

②小学校や中学校ごとの
理科優秀作品展の開催

③中学校連合文化祭開催
への協力

④教員社会体験研修の実
施

⑤大学からの依頼により
実習生を受け入れて博物
館実習を実施する

※学校教育関連項目につ
いては、教育普及の頁を
参照

●新型コロナ
ウイルス感染
症拡大防止
策を徹底し、
科学館の魅
力を多くの中
学生に伝える
場ともなる連
合文化祭の
運営方法を見
直していく必
要がある。



６　管理運営

（１）管理業務

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

達成度：３ 評価：Ｂ

運営方針

●指定管理者との連携に
よる効率的、効果的な施
設運営の推進
●開館時間の弾力的な運
用の実施
●館の魅力向上を図る一
方で、経営的な視点によ
る効率的、効果的な収支
計画の実施
●協議会実施による、館
運営、事業の専門性、透
明性、公平性の確保
●ボランティア登録制度
の設置
●関係団体との連携によ
る運営
●震災・風水害等各種災
害を想定した危機管理マ
ニュアルの作成と周知
●危機管理マニュアルに
沿った、適宜の研修及び
訓練の実施
●生田緑地及び緑地内施
設と連携した災害対策の
実施
●運営基本計画に基づく
事業の執行、及び適正な
進行管理
●多様な視点を反映し、
定量評価を盛り込んだ自
己評価の実施
●諮問機関等による第三
者評価の実施
●年報・ホームページ等
による評価の周知
●館の持続的な成長に向
けた、単年度評価結果の
次年度事業計画、指標等
への反映

①指定管理部門と市直営
部門との円滑な連携確保

②川崎市社会教育委員会
議青少年科学館専門部会
の開催

③収蔵資料の保全を含む
館の危機管理マニュアル
の内容整備、定期的な訓
練等の実施。生田緑地全
体の危機管理マニュアル
に基づく、緑地内他施設
と連携した危機管理体制
の確保

④専門部会での適切かつ
効率的な事業評価のため
の方式・スケジュールの
見直し

①第２期指定管理の３年目。コロナ禍における安全安心な館運営、博物
館業務の実施について、市・指定管理者が協議を重ね、連携して感染防
止対策を行った。
　令和３年度の開館５０周年を控え、広報物の制作など、準備を進め
た。

②コロナ禍での開催となり、例年行っている各委員の希望に応じた施
設・事業視察は中止した。また、年度末に開催している事業評価につい
ての審議は、書面開催とした。

③地震・火災等災害発生時の初動対応マニュアル案を作成、11月の火災
訓練、3月の地震訓練において活用し、マニュアルの検証・充実を図っ
た。10月の火災訓練実施後、防災に係る職員ワークショップを開催し、
災害への意識を高めた。
　引き続き、館内防災点検表による月点検・報告を行っている。

④新たに就任された委員が多い中、コロナ禍により十分な事業説明がで
きず、事業評価の審議も書面開催となった。オンライン会議等の対応が
困難であり、委員への適切な情報提供、事業評価の在り方が課題となっ
た。

●コロナ禍における安全安心な館運営、博物館業務の実施について、市・指定管理
者が連携して取組んだこと、令和３年度の開館５０周年に向けて準備を進めたこと
は評価できる。

●博物館施設の主体たる収蔵資料管理面での防災マニュアルの策定に、引き続き努
力してほしい。

●各事業の中間報告や進捗状況について、郵送やメール配信などにより委員へ情報
提供が不足している。恒常的な提供について検討すべきである。

●専門部会の審議等は今後の対策なども鑑みて、オンラインに対応できるように準
備を進めてもらいたい。



（２）科学館の魅力を高めるサービス展開

中長期的取組 令和２年度主な計画 令和２年度実績・自己評価 今後の課題 専門部会評価及び主な意見

達成度：３ 評価：Ｂ

●各種出版物の発行
●多様な媒体を活用した
広報活動（一部指定管理
業務）
●生田緑地全体の広報活
動と連動した効果的な情
報発信（全部指定管理業
務）
●職員の資質の向上（一
部指定管理業務）
●館全体の魅力向上に向
けた、カフェテリア・
ショップのサービス向上
（一部指定管理業務）
●展示室以外（実験室や
学習室等）のスペースを
活用した学習サービスの
提供
●学校団体の利便性に配
慮したサービスの提供
（全部指定管理業務）
●他施設との連携による
サービスの向上（一部指
定管理業務）
●利用手続きにおける利
便性の向上（一部指定管
理業務）
●バリアフリーの実現と
ユニバーサルデザインの
導入
●外国人利用者に配慮し
た案内情報の提供

①広報業務を担う指定管
理者と、学芸部門の積極
的な連携・協力による、
情報発信の推進

②バリアフリー関連設
備・表示等の保全、対応
研修等人的支援の確保

③館内案内表示等の適切
な管理、展示解説シート
の作成等、外国人利用者
の利便性の向上

①当館の主要な広報紙媒体である「科学館だより」（隔月刊）につい
て、指定管理者と協議のうえ、市立小学校全１１４校への配布を１校１
０枚程度から全家庭配布に大幅増とし、これまでのＡ３両面刷からＡ４
両面刷に見直しとして配布を開始した。当館は子ども、親子連れ向け事
業が多く、ワークショップ等で「科学館だより」を見たという応募が増
えていることが確認された。

　４，５月の臨時休館中に、館ホームページに「おうちで楽しむデジタ
ル科学館」を開設、これをきっかけに、ホームページやＳＮＳへの自然
天文科学の各分野、広報からも季節の動植物や天文現象、コロナ禍での
館取組等の紹介を増やし、アクセス数を増やしている。【P30】

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽ数：383,790件（R01 244,873）
・Facebook投稿ﾘｰﾁ数：19,914件（R01 12,850）
・Facebookいいね数：1,345件（R01 1,282）
・Twitterﾌｫﾛﾜｰ数：3,524件（R01 3,030）
※2月末の数値
※投稿ﾘｰﾁ数：ﾐﾆ情報を随時発信するｽﾀｲﾙのため、どの程度の人に見て
もらえているかの指標として採用。

②館ホームページのリニューアルにより、ウェブアクセシビリティ（視
覚障がい、多言語、スマートフォン対応など）対応となった。バリアフ
リーを意識しながら積極的にホームページ、ＳＮＳ発信を行っていく。

③英語、中国語、韓国語の館内利用案内の配布を継続している。外国人
利用者はほぼなし。今後の新型コロナウイルス感染状況を踏まえ、安全
を優先して既存の対応にとどまった。

●「科学館だより」を市立小学校全家庭配布としたことで、応募者が増え、多くの
人に科学館の活動をを知ってもらえた効果は大きい。

●４，５月の臨時休館中に、館ホームページに「おうちで楽しむデジタル科学館」
を開設し、ホームページやＳＮＳのアクセス数が増えたことは評価できる。

●「おうちで楽しむデジタル科学館」は、特に自然分野でに工夫が不足している。
常設展示の仔細に至るまで改めて紹介、専門的に解説する機会ともなるはずである
（他館の事例を参考にされたい）。

●外国人利用者については、地域館としての特性から、日本民家園のように多くは
見込めないであろう。利用者層を分析し、それに合った対応で良いのではないか。

●館ホームページに学芸員の素顔や研究・仕事ぶりがわかるコーナーを作ってはど
うか。より親しみがもてるＨＰになると思われる。


